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主体・計画

粘り強さ

　⑦採点及び活動の振り返り

　③海浜へ移動

【指導】 活動上の指導を行う
　・バインダー、チェックシート等を配布
　・説明及び諸注意

　⑤集合

協調・協働

人間関係
海浜 安全管理 ３月～１１月

利用団体で
準備するもの

筆記用具、帽子、軍手、タオル、着替え（必要に応じて）、水筒、ビーチサンダル、雨具（かっぱ）、
救急医薬品
※工作活動を行う場合、漂着物アートのページを参照

引率者の役割
・海浜清掃時の海浜での見回り
・シャワーを使用することができないので研修生が海に入らないよう巡視

事
後

【片付】 貸出物品の返却 【片付】 貸出物品の返却

活
　
動
　
の
　
流
　
れ

利用団体

　①活動の説明

「玄海の家」職員

事
前

【打合】 【打合】

【準備】 着替えを済ませる（必要な場合） 【準備】 バインダー、チェックシート等をグループ数分
準備

活
動

【集合】 研修室等

　②グループでめあてと目標得点（コンク）を決める

　④一斉にスタートし、グループで行動

　⑥集めたごみを分別

【解散】 研修生は引率者の指示に従う

　※足についた砂を落としたい場合は、海浜出入口
　　 の水道で洗う

グループ

創意工夫

制限なし １．５～２．５時間 制限なし

活動場所 必要引率者 活動適正期間 自然・感性

海浜ハンティングゲーム

活動内容
海岸には毎日様々な物が漂着します。自然物や人工物、中には「玄海の家」職員もあまり見かけな
い珍しい物もあります。この活動は指定された生き物や漂着物を班で協力して探す活動です。活動
後に漂着物を使った工作活動を行うこともできます。

対象 必要時間 活動人数 活動形態

※活動後の海浜清掃用ネットを玄関前(アスファルト)
で回収

活動の留意点

・海浜に出る場合は、必ず海浜出入口を使用する（砂を館内にあげないため）
・確実に活動場所の事前踏査を実施
・活動後のごみは、(燃えるごみ/缶・金属類/ガラス・ビン/陶器)の4つに分ける
・活動後のごみは、館内に砂があがらないように玄関前(アスファルト)で玄海の家職員に引き渡す

※活動後の海浜清掃用ネットを玄関前(アスファル
ト)で玄海の家職員に引き渡す

チェックカード、WANTEDカード、バインダー、海浜清掃用ネット
※工作活動を行う場合、漂着物アートのページを参照

「玄海の家」で
準備できるもの

集合場所、参加人数、活動内容、着替える場所、海浜出入口の確認

※工作を行う場合、活動前に工作活動の

仕方、諸注意について職員が説明する

・トイレは野外トイレを使用

・本館への出入りは必ず海浜出入口を使用

・生き物や危険物に触らない


